
追加型投信／国内／株式
交付運用報告書
第50期（2023年9月15日決算）
作成対象期間（2023年3月16日～2023年9月15日）

ブラックロック
日本小型株オープン

第 50 期末（2023 年 9月15日）
基　 準　 価　 額 80,933 円
純　資　産　総　額 6,316 百万円
騰 　 落 　 率 19.9％
分 　 配 　 金 0円

（注）	騰落率は収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものと
みなして計算したものです。

●当ファンドは、投資信託約款において「運用報告書（全体版）」に

記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を定めてお

ります。右記弊社ホームページの「ファンド・ＥＴＦ情報」、「投資

信託」から当ファンドのファンド名を選択することにより、当

ファンドの「運用報告書（全体版）」を閲覧およびダウンロードす

ることができます。

●「運用報告書（全体版）」は、受益者のご請求により交付されます。

交付をご請求される方は、販売会社までお問い合わせくだ

さい。

ブラックロック・ジャパン株式会社
〒１００-８２１７ 東京都千代田区丸の内一丁目８番３号
 丸の内トラストタワー本館

運用報告書に関するお問合わせ先
電話番号：０３-６７０３-４３００

（受付時間　営業日の９：００〜１７：００）
ホームページアドレス

www.blackrock.com/jp/

受益者の皆様へ
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、「ブラックロック日本小型株オープン」は、この
たび、第50期の決算を行いました。
当ファンドは、日本小型株マザーファンド受益証券を通
じて、主にわが国の金融商品取引所に上場（これに準ず
るものを含みます。）されている株式に投資し、信託財産
の成長を図ることを目標として積極的な運用を行いま
す。当期につきましても、これに沿った運用を行いまし
た。ここに、運用経過についてご報告いたします。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上
げます。
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◇運用経過
■当期中の基準価額等の推移について（第50期：2023年3月16日～ 2023年9月15日）

■基準価額の主な変動要因
当ファンドの基準価額は19.9％上昇しました。当期、

「日本小型株マザーファンド」が上昇したことが要因と
なりました。

■組入ファンドの当期間中の騰落率
組入ファンド 騰落率

日本小型株マザーファンド 20.8%

	 第 50 期首：67,524 円
	 第 50 期末：80,933 円（既払分配金 0円）
	 騰落率	 ：19.9%（分配金再投資ベース）
＊分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資
したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ
フォーマンスを示すものです。

＊分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコー
スにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件
も異なります。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すもの
ではありません。

＊ベンチマークは、Russell/Nomura	Mid-Small	Cap	Index（配当込み）
です。詳細につきましては後記をご覧下さい。

＊分配金再投資基準価額およびベンチマークは、前期末の基準価額
に合わせて指数化しています。

■１万口当りの費用明細

項目 
第50期

項目の概要 （2023.3.16 ～ 2023.9.15）
金額 比率 

円 %
（a） 信託報酬 661 0.901 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は73,346円です。
（投信会社） （ 316） （0.431） 投信会社分は、委託した資金の運用の対価
（販売会社） （ 304） （0.415） 販売会社分は、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行） （ 41） （0.055） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） 売買委託手数料 73 0.100 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株式） （ 73） （0.100）

（c） 有価証券取引税 − − 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（d） その他費用 1 0.002 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
信託事務の処理等に要するその他諸費用（その他） （ 1） （0.002）

合計 735 1.003
（注1）	期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出

した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金
額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注2）	金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注3）	比率欄は「１万口当りのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

（円） （億円）

第49期末
（2023.3.15）

第50期末
（2023.9.15）
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（参考情報）
■総経費率

※当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）
は1.79%です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1.79%

運用管理費用（投信会社）
0.85%

その他費用
0.00%

運用管理費用（受託会社）
0.11%

運用管理費用（販売会社）
0.82%
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■最近５年間の基準価額等の推移について

（注）	分配金再投資基準価額およびベンチマークは、2018年9月18日の基準価額をもとに指数化したものです。
＊分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

＊分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

2018年 9月18日 2019年 9月17日 2020年 9月15日 2021年 9月15日 2022年 9月15日 2023年 9月15日
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額（分配落） （円） 62,791 54,120 60,125 78,836 68,721 80,933
期間分配金合計（税込み） （円） − 0 0 0 0 0
分配金再投資基準価額の騰落率（％） − △ 13.8 11.1 31.1 △ 12.8 17.8
ベンチマーク騰落率 （％） − △ 10.4 2.2 23.9 △ 7.4 25.4
純資産総額 （百万円） 12,304 9,567 7,870 7,282 6,041 6,316
＊ベンチマークは、Russell/Nomura	Mid-Small	Cap	Index（配当込み）です。2022年6月11日に、当ファンドのベンチマークを「Russell/
Nomura	Mid-Small	Cap	Index」より「Russell/Nomura	Mid-Small	Cap	Index（配当込み）」に変更しました。このため、ベンチマークのデー
タは、設定時から2022年6月10日までの期間は「Russell/Nomura	Mid-Small	Cap	Index」の指数値に基づき、2022年6月11日以降については
「Russell/Nomura	Mid-Small	Cap	Index（配当込み）」の指数値に基づき記載しております。		
＊Russell/Nomura	Mid-Small	Cap	IndexとはRUSSELL/NOMURA日本株インデックスの投資スタイルのひとつで、フランク・ラッセル・カ
ンパニーと野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が作成している株式の指数です。当該指数に関する一切の知的
財産権その他の権利はフランク・ラッセル・カンパニーと野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属しておりま
す。またフランク・ラッセル・カンパニーと野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、ファンドの運用成果等に関
して一切責任を負うものではありません。
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投資環境について
当期（2023年3月16日から2023年9月15日）、東証株

価指数（TOPIX）は+23.9％の上昇、ベンチマークであ
るRussell/Nomura	Mid-Small	Cap	Index（配当込み）
は23.0％の上昇となりました。期初からは、欧米におけ
るインフレのピークアウトが意識されたことにより各国の
株式市場が強含みました。それに加えて、日本株では
東証が求めるPBR1倍割れ是正への企業対応期待や、
米国著名投資家が日本株に強気な見方を示したことな
どが好感され上昇しました。その後は、円安進行に伴う
輸出関連の業績改善期待やAI普及による需要増が期待
された半導体関連銘柄の上昇などが市場をけん引する
局面がありましたが、中国での新型コロナウイルス感染
再拡大が伝わったことや、米債務上限問題が意識され
たことなどから6月以降もみ合う展開となりました。7月
には日銀金融政策決定会合でYCC（イールド・カーブ・
コントロール）の運用柔軟化が発表され一時的に市場の
変動率が高まったものの、8月以降は米長期金利上昇の
一服や、4−6月期の決算発表において市場想定以上の
業績が確認されたことなどが好感され、日本株が他市
場を上回る形で上昇しました。

ポートフォリオについて
＜当ファンド＞
当期、「日本小型株マザーファンド」を高位に組入れ

た運用を行いました。

＜日本小型株マザーファンド＞
当ファンドでは、引き続き個別企業の収益力およびバ

リュエーションを重視した銘柄選別を行うスタンスを継
続し、当初想定と異なる業績成長になると判断した銘柄
や株価上昇に伴い割安感が低下したと判断した銘柄な
どを売却しました。一方で、外部環境の変化などに伴う
今後の業績改善が織り込まれておらず割安感があると
判断した銘柄などを購入しました。
個別銘柄では、電気自動車向け電子部品の需要増に

伴う業績拡大を想定した電子部品メーカーの「三井ハイ
テック」、国内外での収益機会拡大を期待したVtuber

運営会社の「Anycolor」、海底ケーブル向け光デバイス
製品の中長期的な需要増に伴う業績拡大を期待した電
気機器メーカーの「湖北工業」、次世代デバイス向け部
材の拡販に伴う業績拡大を期待した機械メーカーの「AI
メカテック」、政策保有株の削減と株主還元強化による
資本効率の改善を期待した民放大手の「TBSホールディ
ングス」等を購入しました。
一方で、東北震災復興需要の一巡により子会社にお

ける今後の業績懸念が高まると判断した「ライト工業」、
住宅ローン固定金利の上昇に伴い保証残高の伸びが鈍
化する可能性が懸念されると判断した住宅ローン保証
会社の「全国保証」、エレクトロニクス業界における需要
の回復が当初の見通しよりも遅れると判断した電子部品
メーカーの「太陽誘電」、株価上昇に伴い鉄道会社の「東
急」や個人間の中古品売買プラットフォームを運営する
「メルカリ」等を売却しました。

ベンチマークとの差異について
当期のファンドの基準価額は19.9％の上昇、ベンチ

マークであるRussell/Nomura	Mid-Small	Cap	Index
（配当込み）は23.0％の上昇と、当ファンドのパフォーマ
ンスはベンチマークを下回りました。

（主なプラス要因）
	・ 国内での物価高や賃金上昇の流れを受け、これまで
緩和的な政策を続けてきた日本銀行による政策変更
が意識される中、中長期的な収益性改善が期待された
「いよぎんホールディングス」や「ふくおかフィナンシャ
ルグループ」といった地銀株や、半導体メーカー等に
よる国内投資の増加や再開発等による受注増に伴う
業績改善が期待された設備工事会社の「九電工」、コ
ロナ渦を経てオフィス環境の変化が進む中でリニュー
アル需要の取り込みによる業績拡大が期待されたオ
フィス家具大手の「イトーキ」、自動車向け電子部材等
への需要拡大による将来への業績改善期待が高まっ
た電子部品メーカーの「MARUWA」等がプラスに寄
与しました。
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（主なマイナス要因）
	・ 需要の回復が市場想定に届かなかったことが株価下
落につながった結婚式場運営会社の「テイクアンドギ
ヴ・ニーズ」、M&Aに関連する費用増等による業績
への影響が懸念されたオンラインチケット販売会社の
「アドベンチャー」、受注件数が市場想定を下回ったこ
とが業績への懸念材料となった事業支援サービス会
社の「アイドマ・ホールディングス」、決算を通じて今
後の業績成長率の鈍化が懸念された転職支援サー
ビス会社の「ビジョナル」、業績の先行き不透明感か
ら売りが優勢となった機械メーカーの「ハーモニック・
ドライブ・システムズ」等がマイナスに寄与しました。

■基準価額とベンチマークの対比（期別騰落率）

第50期
（2023.3.16～2023.9.15）

（％）
24.0

23.0
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21.0
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18.0

基準価額
Russell/Nomura Mid-Small
Cap Index（配当込み）

分配金について
今期の収益分配につきましては、基準価額水準、市場

動向等を勘案して、見送りとさせていただきました。留保
益の運用につきましては、運用の基本方針に基づき運用を
行います。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項目
当期

2023年3月16日
～ 2023年9月15日

当期分配金（税込み） −円
対基準価額比率 − %
当期の収益 −円
当期の収益以外 −

翌期繰越分配対象額 78,493
（注1）	「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除

後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。
また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立
金」から分配に充当した金額です。

（注2）	円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合
計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。

（注3）	当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは
異なります。
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今後の運用方針について
＜当ファンド＞
引き続き、当ファンドでは「日本小型株マザーファンド」

を高位に組入れる運用を行う方針です。

＜日本小型株マザーファンド＞
世界の株式市場では、引き続きインフレ動向が主要

各国における金融政策や実体経済にどのような影響を
与えるのか、特に今後の米国の利上げのペース、その着
地点、及びそれが維持される期間に引き続き関心を寄
せております。また、とりわけ、日本経済に関しては、
ミクロ面では東証の低PBR改革など企業ガバナンス改
善期待などが継続する中、４−６月期の決算発表におい
て市場想定以上の業績が確認されており、今後の日本
企業のファンダメンタルズの見通しがどのように変化する
のかに関心を寄せています。マクロ面では、長期に渡り
継続してきたデフレ環境からの脱却が鮮明化する中、
海外投資家の日本株に対する再評価が今後継続するか
に注目しております。なお、企業のファンダメンタルズに
ついては、製造業を主とする外需企業においては、為替
レートの円安進行に加えて今後循環的な外部環境の改
善が期待される中で、新しいフロンティアとして注目を
集めている生成AI技術の進展がエレクトロニクス業界
に与える影響や、米中対立が及ぼすサプライチェーンの
再構築の動きなどが日本企業に与える影響が注目され
ます。一方で、内需関連企業では、これまで出遅れてき
た中国からの観光客数の回復に伴う訪日外国人消費の
動向や、日本でも顕在化している物価高が今後の消費
行動にどのような影響を与えるかにも関心を寄せていま
す。訪日外国人消費の恩恵を受ける企業群の中にはコ
ロナ禍において固定費削減に取り組んできた企業があ
り、売上回復となる局面では想定以上の利益回復とな
る可能性がある点に注目しています。また、日本におい
ても消費者物価の上昇が顕著になっている一方で、賃
金の上昇率も過去に比べ高くなっており、これらが長年
デフレ環境下にあった日本の国内経済に及ぼす影響に
も注目しています。中期的には、世界規模で脱炭素に
向けた取り組みが加速していくと見込まれる中、経済・

産業構造にどのような変化が生じていくのかが注目され
ます。尚、環境対策のほか、生産性改善を目的とした
企業再編やデジタル化への取り組みは、少子高齢化や
人口減少が進む日本にあって経済成長に必要不可欠で
あると考えております。特に投資家の注目度が低い中・
小型株式市場は、潜在的な利益成長の可能性があるに
もかかわらず、低位なバリュエーション水準に放置され
ている企業が散見される他、独自の成長を続けている
企業も多く、依然として魅力的な投資対象であると考え
ています。引き続き、従来の価値観にとらわれることな
く、産業構造や個別企業の「変化」にいち早く着目し、
未だ市場において認識されていない高い成長の可能性
を持つと考えられる銘柄を積極的に組み入れていきた
いと考えています。
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◇当ファンドの概要
商品分類 追加型投信／国内／株式

信託期間 無期限です。（設定日：1998年7月1日）

決算日 3月15日および9月15日（ただし休業日の場合は翌営業日）

運用方針 わが国の株式を主要投資対象に、Russell/Nomura	Mid-Small	Cap	Index（配当込み）をベンチマーク
とし、信託財産の成長を図ることを目標として積極的な運用を行います。

主要運用対象 子投資信託 【ブラックロック日本小型株オープン】
日本小型株マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。

親投資信託 【日本小型株マザーファンド】
わが国の株式を主要投資対象とし、小型株を中心に、企業の収益性、成長性、安定性等
を総合的に勘案して選定した銘柄に分散投資します。

運用方法 日本小型株マザーファンド受益証券を通じて、主にわが国の金融商品取引所に上場（これに準ずるも
のを含みます。）されている株式に投資し、信託財産の成長を図ることを目標として積極的な運用を
行います。

分配方針 年2回の毎決算時（3月15日、9月15日。休業日の場合は翌営業日）に、原則として以下の方針に基づき、
分配を行います。
▪	分配対象額の範囲は、繰越分を含めた利子・配当収入と売買損益（評価損益も含みます。）等の全額
とすることができます。
▪	分配金額は委託会社が基準価額水準・市況動向等を勘案して決定します。
▪	留保益の運用については特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行
います。
※	基準価額水準、市況動向等によっては分配を行わないことがあります。将来の分配金の支払いおよび
その金額について保証するものではありません。
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（参考情報）
◇代表的な資産クラスとの騰落率の比較

（注）	すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
＊上記は、2018年9月～ 2023年8月の５年間の各月末における直近1年間の騰落率の平均・最大・最小を、当ファンドおよび他の代表的な資産クラス
について表示したものです。

＊上記の騰落率は直近月末から60ヵ月遡った算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。
＊当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。
（注）	海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しています。
＊各資産クラスの指数
日本株………東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
先進国株……MSCIコクサイ指数（配当込み、円ベース）
新興国株……MSCIエマージング・マーケッツ・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債……NOMURA-BPI国債
先進国債……FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債……J.P.モルガン･ガバメント･ボンド･インデックス−エマージング･マーケッツ･グローバル･ディバーシファイド（円ベース）

＜各指数について＞
東証株価指数（TOPIX）（配当込み）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有する我が国を代表する指数で
す。東証株価指数（TOPIX）（配当込み）の指数値および東証株価指数（TOPIX）（配当込み）に係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は
株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など東証株価指数（TOPIX）（配当込
み）に関するすべての権利・ノウハウおよび東証株価指数（TOPIX）（配当込み）に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。
ＪＰＸは、東証株価指数（TOPIX）（配当込み）の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。
ＭＳＣＩコクサイ指数（配当込み、円ベース）およびＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI	 Inc.が開発、計算
した株価指数です。ＭＳＣＩコクサイ指数（配当込み、円ベース）は日本を除く世界の主要先進国の株式を、また、ＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・イ
ンデックス（配当込み、円ベース）は新興国の株式を対象として算出した指数です。同指数に関する著作権、知的財産その他の一切の権利は、
MSCI	Inc.に帰属します。また、MSCI	Inc.は同指数の内容を変更する権利及び公表を停止する権利を有しています。
NOMURA−BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表している指数で、日本国債の市場全体の動向を表す
投資収益指数です。同指数に関する知的財産権は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。なお、野村フィ
デューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、NOMURA−BPI国債の正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、
NOMURA−BPI国債を用いて行われるブラックロック・ジャパン株式会社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。
ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、ＦＴＳＥ　Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益
率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。同指数はＦＴＳＥ　Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣの知的財産であり、指数に関するすべ
ての権利はＦＴＳＥ　Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣが有しています。
Ｊ．Ｐ．モルガン・ガバメント・ボンド・インデックス−エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）は、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エ
ルエルシーが発表しており、新興国の現地通貨建ての国債を対象として算出した指数です。同指数に関する著作権はＪ．Ｐ．モルガン・セキュリティー
ズ・エルエルシーに帰属しています。

（2018年9月～2023年8月）（％）
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◇ファンドデータ
■当ファンドの組入資産の内容
○組入ファンド等

比率
日本小型株マザーファンド 100.9%
その他 − 0.9

（注）	比率は第50期末における純資産総額に対する評価額の割合です。

○資産別配分	 ○国別配分	 ○通貨別配分

（注）	比率は第50期末における純資産総額に対する評価額の割合です。

■純資産等

項目
当期末

2023 年 9月15日
純資産総額 6,316,794,913 円
受益権総口数 780,492,448 口
1 万口当り基準価額 80,933 円
＊当期中における追加設定元本額は11,665,064円、同解約元本額は83,068,909円です。

その他
－0.9%

親投資信託受益証券
100.9%

日本
100.0％

日本・円
100.0％
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■組入上位ファンドの概要
◆日本小型株マザーファンド
○基準価額の推移

○１万口当りの費用明細
（2022.3.16 ～ 2023.3.15）

項目	
（a）	売買委託手数料 165円

（株式） （ 165）
（b）	その他費用 4

（その他） （ 4）
合計 169

○資産別配分	 ○国別配分	 ○通貨別配分

（注1）	基準価額の推移、1万口当りの費用明細は組入ファンドの直近の計算期間のものです。
（注2）	 1万口当りの費用明細は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。なお、費用項目については1ページ（1万口当りの費用明細の項目の

概要）をご参照ください。
（注3）	組入上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。
（注4）	通貨別配分のデータは実質為替組入比率を記載しております。
（注5）	比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

（2022.3.15） （2023.3.15）

150,000

125,000

100,000

75,000

（円）

国内株式
96.0%

その他
4.0%

日本
100.0%

日本円
100.0%

○上位10銘柄
銘柄名 通貨 比率

ふくおかフィナンシャルG 日本･円 3.5%
いよぎんホールディングス 日本･円 3.4
三菱 HCキャピタル 日本･円 2.7
九電工 日本･円 2.3
双日 日本･円 2.2
ライト工業 日本･円 1.9
日本曹達 日本･円 1.8
サックスバーホールディングス 日本･円 1.7
東急 日本･円 1.6
ツムラ 日本･円 1.6

組入銘柄数 90 銘柄
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